


 

はじめに 

 

 当機構では，地震保険調査研究事業の一環として平成１８年度から３

か年にわたり家財の地震被害予測に関する研究を実施しました．１年目

は家財の被害予測手法について検討するための基礎データの収集として，

一般消費者を対象とした世帯の家財所有状況や設置状況等を調査し，地

震保険研究１３「家財の地震被害予測手法に関する研究（その１）家財

の所有・設置状況に関する調査」として成果をまとめました．この報告

書は，その１での成果を踏まえ，後半２か年の研究成果をまとめたもの

です． 

 

 当機構では，過去（平成７～９年度）にも家財の地震被害予測に関す

る研究を実施しており，そこでは，1995年兵庫県南部地震での家財被害

に関するアンケート調査結果に基づき、家財の地震被害関数を構築して

います．一方，わが国では，兵庫県南部地震以降においても，建物や家

財に被害を生じさせるような被害地震を経験しており，家財被害に関す

るデータが蓄積されつつあります．  

 そ こ で 本 研 究 で は ， 兵 庫 県 南 部 地 震 の 他 に ， 最 近 発 生 し た ４ 地 震

（2005 年福岡県西方沖地震，2007 年能登半島地震，2007 年新潟県中越

沖地震，2008 年岩手・宮城内陸地震）について家財被害を調査し，これ

ら５地震における家財被害に基づく家財被害予測手法を構築しました．

本報告書が防災や保険など災害に係る分野において参考資料となれば幸

いです． 

 

 

                         平成２１年８月 

                      損害保険料率算出機構 
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